
　４月１５日東部保育園児たちが、宮津地区の屋郷池近くの竹やぶへ、タケ
ノコ掘りに出掛けました。榊原善二さん（宮津）の竹やぶに招待された園児
たちは、仲間と協力して小さなスコップでタケノコを掘り出し、得意そうに榊原
さんや先生に見せていました。

No. 981

“タケノコたくさん掘ったよ” 

5 
1

主な内容 

新行政協力員紹介 

年に一度は健康診査を 

生涯学習フェスティバルを開催 

あぐいぶらり旅 

ページ 

　町と各地区のパイプ役として活
躍していただく平成２１年度行政協
力員を紹介。 

　病気の早期発見、早期治療のために
健康診査を年に一度は受けましょう。 

　盛りだくさんのイベントを企画。
二日間皆さんを飽きさせません。 

　長老が青年会場の思い出を懐か
しむ。“石垣”が祭りの若い衆の光
景を見守る。 

□ １６ 

□ 8

□ 4

□ 2
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正
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４
８
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２
６
２

青
木　

雄
史

�（
４
８
）０
９
３
１
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６
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４
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２
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４
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４
８
）４
７
８
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２
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恒
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恭
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４
８
）２
０
６
１

山
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喜
代
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三
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４
８
）１
２
７
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新
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喜
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４
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伊
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）１
０
６
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兒
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４
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１
６
７

□
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
３
７
）

行
政
協
力
員
の
皆
さ
ん
で
す

　平成２１年度の行政協力員の皆さんが決
まりました。
　行政協力員の皆さんは、大字や自治会
の長に選出された方で、地域の要望や意
見の取りまとめなど、町と地域を結ぶ
パイプ役として１年間ご協力いただきま
す。（敬称略）
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阿
久
比
町
第
三
次
行
政
改
革
の
進
展
状

況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

今
ま
で
の
取
り
組
み
と
平
成
二
十
年
度

の
影
響
額
は
、
表
の
と
お
り
で
す
。

平成２０年度影響額平成２０年度の取り組みまたは既に取り組んだ内容項　　　　　　目

０平成１７年度完了　４２件の申請書などの押印を省略簡易文書の押印廃止
規制緩和の推進

０平成１７年度完了　簡易文書の押印廃止公印の押印廃止

△１,１４６万１,０００円平成１７年度対比１５％削減単独補助金の見直し補助金などの整理合理化

△３,２００万５,０００円平成１７年度完了　１部・３課・３係減部・課・係の統廃合機能的に展開できる組
織・機構の見直し

△２９６万５,０００円職員２人を本庁に引き上げ、嘱託職員による管理運営とする。スポーツ村の管理体制

職員配置の見直し
△２,４４８万８,０００円

図書館長に職員を配置
図書館と給食センターの管理体制

平成１９年度給食センター所長の嘱託化

△３,２８６万８,０００円調理員（２）嘱託、用務員（１）臨時　一般職削減目標の１８６人定員適正化計画の策定・推進定員適正化計画の策定

△４３万５,０００円平成１７年度完了課長補佐職の管理職移行給与の適正化

２２万６,０００円平成１９年度グループウェアを導入庁内 LANの活用
行政の情報化などの推進

６２４万４,０００円平成１９年度個人パソコンを排除計画的なパソコン導入

２２４万３,０００円平成２０年６月、文化施設（中央公民館、エスペランス丸山）予約開始公共施設利用申し込みの簡素化行政サービスの向上

８１３万８,０００円

行政改革の推進状況、行政評価の結果、財政公表など広報、インター
ネットなどを使って適宜公表 
情報発信の多角化の一環として、２０年１０月に電光掲示板を設置 
インターネットを利用した町民からの意見・要望を聴取

公表・広聴事業の多角化住民への情報提供

△６０万円平成１７年度完了　デイサービスの活動室を南側に移動デイサービス活動室の環境改善既存施設の有効利用

△１,３６０万円公共工事縮減対策に関する新行動計画に基づき、引き続きコスト縮
減を実施新行動計画の策定コスト縮減

２２１万円工事と物品の入札について愛知県の電子調達システムに参加 
工事（建設工事、設計・測量）については２０年４月開始電子入札制度の導入適切な入札方式の採用

△１,３２７万円１６年度まで０.７％を１７年度以降０.３％とする。納期前全納報奨金の交付率の引き下げ自主財源の確保

９万５,０００円平成１７年度にバランスシート導入バランスシートの作成予算の厳正な執行

０平成１９年度導入。２０年度は３５２事務事業を評価し、施策評価を実施。
広報とホームページで公表。行政評価制度の導入経費の節減合理化

△２４８万１,０００円平成１９年度１０月適用開始。２０年度は免除団体２７０団体、減額団体９２団
体　計３６２団体

使用料減免措置の廃止 
（新しい減免基準の適用）受益者負担の適正化

△５３万５,０００円平成１７年度完了　受講料を１００円から２００円に改定教室など受講料の見直し

６４万８,０００円

２１年１月の定期昇給時に特にラスパイレスが低い勤続１５年以上の職
員１１５人に対し、２号給の昇給を実施 
　本町のラスパイレス指数　２０年４月　９１.０　　 
　県下町村平均　９２.７
　知多５町平均　９２.４

給与水準の是正 
（ラスパイレス指数）給与の適正化

１,１７６万７,０００円
愛知県から建設課へ１人、教育委員会へ１人受け入れ県との人事交流

人材の育成確保
民間の研修機関によりメンタルヘルスの研修を実施民間研修機関の活用

２,１４８万２,０００円平成１８年度導入戸籍の電算化
行政の情報化などの推進

０町単独での総合型GISの導入について検討していく土地整理図など地図情報のデジタル化

０２０年度までに庁舎内検討委員会による検討を終え、２１年度から「保育
園統廃合検討委員会」を立ち上げ保育園の統廃合の検討公共施設

０平成１９年度、地区公民館５館と白沢区民館に指定管理者制度を導入指定管理者制度の導入検討と行政のスリム化

０
意識改革、接客サービス向上のため、入庁後８年目までの一般職を
対象に、大手販売店で研修。２０年度は新規採用職員が３人のため、２１
年度の新規採用職員と合わせて実施予定

職員の意識改革（民間などとの人事交流）

０
平成１９年度パブリックコメント制度導入　 
平成２０年度は、第２期阿久比町障害者福祉計画、阿久比町地域防災計画改定、第
４期阿久比町高齢者保健福祉計画の３件について実施

職員、町民を対象とした経費の節減に関する提案制度、開かれた
行政

平成２０年度影響額　△８,１６５万５,０００円

□問い合わせ先
　阿久比町行政改革推進本部事務局
　企画財政課　�（４８）１１１１（内２０４）
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　日ごろ、健康だと思っている方の中から、思わぬ病気が発見される

ことがあります。早期発見、早期治療するための第一歩が健康診査で

す。次のとおり健康診査を実施します。ぜひ受診してください。

平成２１年度　健康診査の受け方 

４０歳から７４歳までの方 
（平成２２年３月３１日の時点） 
問い合わせ先 
保険課　国保係（内線２１４・２１６） 

は
　
い 

い
い
え 

加入している医療保険は、「阿久比町
国民健康保険」ですか。 

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
者
が
実
施
す
る
特

定
健
康
診
査（
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
者
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。） 

た
だ
し
、次
の
三
つ
は
町
が
行
う
健
康
診
査
で

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

①
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
、②
肝
炎
検
査（
今

ま
で
に
検
査
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
方
）、 

③
生
活
機
能
評
価
健
診
※ 

町
の
特
定
健
康
診
査（
無
料
） 

（
対
象
の
方
に
通
知
し
ま
す
。） 

１６歳から３９歳までの方 
（平成２２年３月３１日の時点） 
問い合わせ先 
環境衛生課　保健係（内線３１１・３１２） 

は
　
い 

い
い
え 

学校・職場などで健康診査を受ける機
会はありますか。 

学
校
・
職
場
な
ど
が
実
施
す
る
健
康
診
査 

町
の
基
本
健
康
診
査（
無
料
） 

（
五
月
十
五
日
号
の
広
報
に
受
診
票
を
折
込
み
ま
す
。） 
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７５歳以上の方や 

後期高齢者医療制度にご加入の方 
問い合わせ先 
保険課　医療年金係（内線２１５・２５７） 

は
　
い 

い
い
え 

生活習慣病（糖尿病・高血圧・心疾患・脳血管
疾患・動脈硬化等）の治療を受けていますか。 

町
の
高
齢
者
医
療
健
康
診
査 

（
無
料
） 

（
対
象
者
の
方
に
通
知
し
ま
す
。） 

町
の
高
齢
者
医
療
健
康
診
査
の

う
ち
、①
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
、

②
肝
炎
検
査（
今
ま
で
に
検
査
を

受
け
た
こ
と
が
な
い
方
）、③
生

活
機
能
評
価
健
診
の
み
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。（
無
料
） 

（
対
象
の
方
に
通
知
し
ま
す
。） 

年齢や加入されている医療保険によって、健康診査を受ける場所が異なります。あなたの年齢から、どこで健康診査を受診できる
のかご確認ください。年に一度は健康診査を受けましょう。 

○医療費の抑制につながる。 
　皆さん一人ひとりが生活習慣病の発症・重症化を予防
できれば、家庭の医療費を抑えられることができ、国保が
負担する医療費も削減できます。 

○メタボリックシンドロームを早期に発見できる。 
　体の中の状態は、血液検査をしないと分かりません。
健診を受けることにより、メタボリックシンドロームを発見
し、生活習慣病を予防することができます。 

【対象者】 
６５歳以上の方（介護認定を受けている方は除きます。） 

【チェック項目】 
問診（基本チェックリストなど）、身体計測、診察、血圧 

※　基本チェックリストの判定結果で 
　必要な方に、心電図・血清アル 
　ブミン検査・貧血検査を実施 

【問い合わせ先】 
保険課地域包括支援係 
fl（４８）１１１１（内３１８・３１９） 

※生活機能評価健診とは 

健診を受けるメリット 

会場受付時間健診日

南部小学校午後１時３０分～午後３時６月８日（月）

保健センター午前９時３０分～午前１１時、午後１時３０分～午後３時６月１１日（木）

東部小学校午後１時３０分～午後３時６月１５日（月）

草木小学校午後１時３０分～午後３時６月１７日（水）

南部小学校午後１時３０分～午後３時６月１８日（木）

保健センター午後１時３０分～午後３時６月２２日（月）

保健センター午前９時３０分～午前１１時６月２３日（火）

草木小学校午後１時３０分～午後３時６月２５日（木）

高根台集会所午前９時３０分～午前１１時６月２９日（月）

白沢区民館午前９時３０分～午前１１時６月３０日（火）

東部小学校午後１時３０分～午後３時７月１日（水）

英比小学校午後１時３０分～午後３時７月３日（金）

保健センター午前９時３０分～午前１１時７月６日（月）

保健センター午前９時３０分～午前１１時７月８日（水）

保健センター午後１時３０分～午後３時、午後５時～午後７時７月１０日（金）

英比小学校午後１時３０分～午後３時７月１３日（月）

保健センター午後１時３０分～午後３時８月３日（月）

保健センター午前９時３０分～午前１１時８月４日（火）

　平成２１年度の健康診査の日程が、下記のとおり決まりました。住んでいる地区にかかわらずどの会場でも受診す
ることができます。あなたの健康を守るために、年に一度はぜひ健康診査を受けましょう。（申し込みは不要です。）
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町指定文化財「獅子館」を前に囃子を奉納する高岡地区祭礼

　

四
月
、
各
地
区
の
神
社
な
ど
で
春
祭
り
が
行
わ
れ
、
勇
壮
な
山
車
の
曳
き
回
し
や 
囃  
子 

は
や 

し

の
音
色
が
人
々
を
魅
了
し
、
ま
ち
の
中
が
に
ぎ
や
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

四
月
五
日
高
岡
地
区
で
は
、
天
満
社
に

町
指
定
文
化
財
の
「 
獅  
子  
館 
」
や
囃
子
が

し 

し 

や
か
た

奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

途
絶
え
か
け
て
い
た
、
伝
統
あ
る
神
楽

囃
子
を
な
く
し
て
な
ら
な
い
と
、
四
年
前

に
「
虫
供
養
」
の
当
番
が
回
っ
て
き
た
際

「
高
岡
御
神
楽
囃
子
保
存
会
」
を
発
足
。

長
老
ら
が
口
笛
で
伝
承
し
て
き
た
囃
子
を

テ
ー
プ
に
起
こ
し
、
楽
譜
を
完
成
さ
せ
ま

し
た
。
今
年
は
子
ど
も
会
で
世
話
役
を
し

て
き
た
女
性
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
、
子

ど
も
た
ち
と
笛
や
太
鼓
の
練
習
を
重
ね
、

祭
り
当
日
、
見
事
な
囃
子
の
音
を
境
内
に

響
き
渡
ら
せ
ま
し
た
。

萩地区祭礼。「 萩  大  山  車 」を曳く子どもたち
はぎ おお やま ぐるま

草木地区祭礼。多賀神社に囃子を奉納する子どもたち

力を込めて 前  楫 を切る宮津地区若衆
まえ かじ 大古根八幡社山車の 前  壇 で演じられる「かくれ遣いの 三  番  叟 」

まえ だん さん ば そう
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オアシススケッチ オアシススケッチ オアシススケッチ 

あなたは写っていませんか。もし写っていれば、写真をおわけしますので連絡ください。　　企画財政課�（４８）１１１１（内３０３）

●レンゲソウを見に出掛けたよ

４月１７日、草木保育園児が園近くの田んぼへ、レン
ゲソウを見に出掛けました。
レンゲソウは、「阿久比米れんげちゃん」の生産者が
田んぼに植えたもので、すき込んで肥料に使われます。
この時期、町内の田んぼではレンゲソウの花が多く見
られます。
竹内五一さん（草木）は、色鮮やかなレンゲソウを
子どもたちに見せてあげたい思いから、園児たちを毎
年、レンゲソウの咲く田んぼに招待しています。
元気良くレンゲソウの上を駆け回ったり、首飾りを
作ったりして、子どもたちは楽しんでいました。

楽しそうに遊ぶ草木保育園児

●給食費アップ理解のために

４月から学校給食費が３０円アップしました。食品高
騰の影響や地産地消を推進するためには経費が掛かり
ます。給食センターでは給食開始日の４月９日、町議
会議員や教育委員を小学校と中学校に招き、子どもた
ちと一緒に給食を試食し触れ合うことで、給食費アッ
プの理解を図りました。
この日のメニューはご飯、春野菜のみそ汁、鶏肉の

空揚げ、ひじきの炒め煮、牛乳、三色だんご。阿久比
中学の生徒は「給食はおいしいです。学校生活の中で
給食の時間が一番楽しいです」などと話していました。

町長と一緒に給食を食べる阿久比中学２年生

大古根地区祭礼。１０８ 個のちょうちんを付け曳き回す「八幡社山車」

宮津地区祭礼。右「宮津北組山車」
左「南社山車」
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□記念講演会（南館ホール） 
　入場無料、整理券が必要です。整理券は、5月7日（木）
から社会教育課窓口、公民館窓口で配布します。 

16日（土） 
　受付午後1時～（開演午後1時30分～） 
演題　「“うっかり八兵衛”の元気になる話」 

～人生は出逢い・ふれあい・支え合い～ 

講師　俳優 
　　　高橋 元太郎氏 
　ご存知！テレビ時代劇「水戸黄門」 
の“うっかり八兵衛”こと高橋元太 
郎さんが、その波乱万丈な俳優生 
活の半生を笑いと涙で語ります。 
　ご期待ください。 

□遊び方教室コーナー（本館３階） 
16日（土）午前10時～正午 
　毎月第3土曜日にふれあいの森で開催している「遊
び方教室」を中央公民館で行います。 
　子どもだけでなく、家族の方も参加できます。 
皆さんおそろいでお出掛けください。 

□むかしのあぐい展覧会（本館３階） 
16日（土）午前10時～正午 
17日（日）午前10時～午後3時 
　今年は、ヨーヨーやメンコなど昔の遊びを体験して
みませんか。（協力：阿久比風土記の会） 

 
 
□パターゴルフ無料体験コーナー 
16日（土）・17日（日）午前9時～午後3時 
　両日とも先着200人限定。 

□ニュースポーツ紹介コーナー 
16日（土）午後1時～午後3時 
17日（日）午前10時～午後3時 
　フロッカーなど新しくて楽しいスポーツを紹介。 

・　このほかにも楽しいイベントを企画しています。 
・　記載の内容は、予告なく変更する場合があります。 

　社会教育課 
　fl（48）1111（内線262・280） 
　　主催／阿久比町生涯学習推進協議会・ 
　　　　　阿久比町・阿久比町教育委員会 

　　共催／阿久比町文化協会・ 
　　　　　阿久比町体育指導委員会 

 
16日（土）・17日（日）午前9時～午後4時 

　17日（日）午前10時～ 
　中央公民館南館ホール会場で芸能発表会を
開催。　　　　　　　　（抽選会もあります） 

　16日（土）・17日（日） 
俳句大会　　　　16日（土）午前10時～ 
短歌大会　　　　17日（日）午後１時～ 
狂俳大会　　　　17日（日）午前9時～ 
囲碁・将棋大会　17日（日）午前10時～ 

 
17日（日）午前10時～（雨天中止） 

 
16日（土）・17日（日）午前9時～ 
　盆栽・朴作品の即売会です。 

 
17日（日）午前10時～正午 
　かわいい「アグピー」凧を作ろう。 

 
17日（日）午後1時～午後3時 
　透明傘やうちわに自由に描いてみよう。あ
なただけのオリジナルアートが出来上がり。 

 
16日（土）・17日（日）午前10時～午後3時 
　輪投げや駄菓子屋でお楽しみください。

16日（土）・17日（日） 
　書道や生け花などを体験してください。 

16日（土）・17日（日） 
　全部回ると「お楽しみグッズ」がもらえるヨ！ 

問い合わせ先 問い合わせ先 

阿久比町 
生涯学習フェスティバル2009
阿久比町 
生涯学習フェスティバル2009
阿久比町 
生涯学習フェスティバル2009
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講
師
で
活
躍
し
ま
せ
ん
か 

講
師
で
活
躍
し
ま
せ
ん
か 

　

マ
イ
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
講
座
と
は
、
自
分

の
得
意
な
こ
と
を
活
か
し
て
教
え
た
い
方

が
、
自
ら
企
画
し
運
営
す
る
講
座
で
す
。

□
費　

用　

一
講
座
当
た
り
講
師
費
用
と

し
て
二
万
五
千
円
を
限
度
と
し
て
負
担

し
ま
す
。
施
設
使
用
料
は
原
則
無
料
で

す
が
、
そ
の
他
の
必
要
経
費
は
自
己
負

担
と
な
り
、
材
料
費
は
受
講
生
の
負
担

と
な
り
ま
す
。

□
対
象
者　

町
内
在
住
・
在
勤
者
（
申
請

者
は
成
人
の
方
に
限
り
ま
す
）

□
募
集
講
座　

四
講
座

□
応
募
期
限　

五
月
二
十
九
日（
金
）

　

四
講
座
に
満
た
な
い
場
合
は
随
時
募
集

　

し
ま
す
。

□
規
模
な
ど　

集
合
学
習
方
式
で
一
講
座

十
人
以
上
、
学
習
時
間
は
一
回
に
つ
き

二
時
間
程
度
で
五
回
以
上
と
し
ま
す
。

□
開
設
時
期　

七
月
〜
平
成
二
十
二
年
三
月

□
会　

場　

町
内
の
公
共
施
設

□
申
し
込
み
方
法　

社
会
教
育
課
公
民
館

係
へ
開
設
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
教

育
委
員
会
で
審
査
後
、
広
報
あ
ぐ
い
な

ど
で
講
座
参
加
者
を
募
集
し
、
十
人
以

上
に
な
っ
た
ら
活
動
が
で
き
ま
す
。

□
学
習
内
容
の
領
域

・　

教
養
・
情
操
の
育
成
に
関
す
る
こ
と
。

　
（
芸
術
・
芸
能
・
手
工
芸
・
文
学
歴
史
・

　

音
楽
・
自
然
科
学
な
ど
）

・ 　

地
域
社
会
や
住
民
生
活
に
関
す
る
こ

　

と
。（
地
域
づ
く
り
・
人
間
関
係
・
人
権

　

教
育
・
環
境
浄
化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

　

動
な
ど
）

・　

青
少
年
、
女
性
教
育
や
家
庭
生
活
に

関
す
る
こ
と
。（
家
庭
生
活
・
子
育
て
・

消
費
生
活
・
女
性
問
題
な
ど
）

・　

国
際
問
題
に
関
す
る
こ
と
。（
国
際
情

報
・
異
文
化
理
解
・
国
際
交
流
・
語
学

な
ど
）

・　

安
全
・
健
康
に
関
す
る
こ
と
。（
食

育
・
食
品
公
害
・
健
康
・
医
学
・
緑
化

問
題
な
ど
）

※　

政
治
・
宗
教
・
営
利
を
目
的
と
し
た

も
の
は
除
き
ま
す
。

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課
公
民
館
係　

�（
４
８
）１

　

１
１
１
（
内
２
６
０
）

自
分
た
ち
で
「
学
習
す
る
場
」
を
作
り
ま
せ
ん
か 

自
分
た
ち
で
「
学
習
す
る
場
」
を
作
り
ま
せ
ん
か 

　

マ
イ
ス
タ
デ
ィ
講
座
と
は
、
町
民
の
皆

さ
ん
自
身
が
企
画
し
運
営
す
る
講
座
で
す
。

□
費　

用　

一
講
座
当
た
り
講
師
費
用
と

し
て
二
万
五
千
円
を
限
度
と
し
て
負
担

し
ま
す
。
受
講
料
と
施
設
使
用
料
は
原

則
無
料
で
す
が
、
そ
の
他
の
必
要
経
費

は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

□
対
象
者　

町
内
在
住
・
在
勤
者
（
申
請

者
は
成
人
の
方
に
限
り
ま
す
）

□
募
集
講
座　

六
講
座

□
応
募
期
限　

五
月
二
十
九
日（
金
）　

　

六
講
座
に
満
た
な
い
場
合
は
随
時
募
集

　

し
ま
す
。

□
規
模
な
ど　

集
合
学
習
方
式
で
一
講
座

十
人
以
上
、
学
習
時
間
は
一
回
に
つ
き

二
時
間
程
度
で
五
回
以
上
と
し
ま
す
。

□
開
設
時
期　

七
月
〜
平
成
二
十
二
年
三

　

月
□
会　

場　

町
内
の
公
共
施
設

□
申
し
込
み
方
法　

一
緒
に
学
習
す
る
三

人
を
集
め
、
社
会
教
育
課
公
民
館
係
へ

開
設
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
教
育
委

員
会
で
審
査
後
、
広
報
あ
ぐ
い
な
ど
で

講
座
参
加
者
を
募
集
し
、
十
人
以
上
に

な
っ
た
ら
活
動
で
き
ま
す
。

□
学
習
内
容
の
領
域

・　

教
養
、
情
操
の
育
成
に
関
す
る
こ
と
。

　
（
芸
術
・
芸
能
・
手
工
芸
・
文
学
歴
史
・

　

音
楽
・
自
然
科
学
な
ど
）

・　

地
域
社
会
や
住
民
生
活
に
関
す
る
こ

と
。（
地
域
づ
く
り
・
人
間
関
係
・
人
権

教
育
・
環
境
浄
化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
な
ど
）

・ 　

青
少
年
、
女
性
教
育
や
家
庭
生
活
に

関
す
る
こ
と
。（
家
庭
生
活
・
子
育
て
・

消
費
生
活
・
女
性
問
題
な
ど
）

・　

国
際
問
題
に
関
す
る
こ
と
。（
国
際
情

報
・
異
文
化
理
解
・
国
際
交
流
・
語
学

な
ど
）

・　

安
全
・
健
康
に
関
す
る
こ
と
。（
食

育
・
食
品
公
害
・
健
康
・
医
学
・
緑
化

問
題
な
ど
）

※　

政
治
・
宗
教
・
営
利
を
目
的
と
し
た

も
の
は
除
き
ま
す
。

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課
公
民
館
係　

�（
４
８
）１

　

１
１
１
（
内
２
６
０
）
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�◆
期
間　

六
月
一
日（
月
）〜

　
　
　
　

六
月
十
二
日（
金
）　

全
六
回

◆
時
間　

午
後
四
時
〜
午
後
六
時

◆
会
場　

阿
久
比
中
学
校

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

二
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

二
千
六
百
円
程
度

パ
ソ
コ
ン
教
室「
基
礎
技
能
」

◆
内
容　

パ
ソ
コ
ン
を
初
め
て
触
る
方
の

た
め
の
入
門
講
座
で
す
。

◆
講
師　

高
士
敦
子

◆
担
当　

社
会
教
育
課
公
民
館
係

�◆
期
間　

七
月
六
日（
月
）〜

　
　
　
　

七
月
十
日（
金
）　

全
三
回

◆
時
間　

午
後
四
時
〜
午
後
六
時

◆
会
場　

阿
久
比
中
学
校

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

二
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

二
千
百
円
程
度

◆
内
容　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
始
め
て
み

た
い
け
ど
方
法
が
分
か
ら
な
い

方
の
た
め
の
入
門
教
室
で
す
。

◆
講
師　

高
士
敦
子

◆
担
当　

社
会
教
育
課
公
民
館
係

�◆
期
間　

六
月
十
九
日（
金
）

◆
時
間　

午
後
二
時
〜
午
後
三
時
半

パ
ソ
コ
ン
教
室

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
基
礎
」

犬
の
し
つ
け
と
マ
ナ
ー

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

三
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

無
料

◆
講
師　

愛
知
県
動
物
保
護
管
理
セ
ン

タ
ー
職
員

◆
内
容　

犬
の
し
つ
け
の
仕
方
や
マ
ナ
ー
、

病
気
の
予
防
な
ど
を
学
び
ま
す
。

◆
担
当　

社
会
教
育
課
公
民
館
係

�◆
期
間　

五
月
二
十
七
日（
水
）〜

　
　
　
　

六
月
二
十
四
日（
水
）　

全
三
回

◆
時
間　

午
前
十
時
〜
正
午

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

二
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

二
千
五
百
円
程
度

◆
内
容　

花
の
押
し
方
か
ら
学
び
、
小
物

や
額
な
ど
を
作
り
ま
す
。

◆
講
師　

竹
内
邦
子

◆
担
当　

社
会
教
育
課
公
民
館
係

�◆
期
間　

七
月
三
日（
金
）、
十
七
日（
金
）

全
二
回

◆
時
間　

午
前
九
時
〜
午
後
四
時

◆
会
場　

西
尾
市
、
安
城
市

◆
対
象　

シ
ニ
ア
（
六
十
歳
以
上
）

◆
定
員　

二
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

無
料
（
入
場
料
・
体
験

料
・
昼
食
代
な
ど
は
実
費
負
担
）

◆
内
容　

三
河
地
方
の
施
設
へ
研
修
に
行

き
ま
す
。

◆
担
当　

社
会
教
育
課
公
民
館
係

押
し
花
教
室

シ
ニ
ア
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル「
三
河
編
」

�◆
期
間　

六
月
十
一
日（
木
）、
十
八
日

（
木
）　

全
二
回

◆
時
間　

一
回
目
・
午
前
十
時
〜
午
前
十

　
　
　
　

一
時
半

　
　
　
　

二
回
目
・
午
前
十
時
〜
午
後
三

　
　
　
　

時

◆
会
場　

中
央
公
民
館
、
岡
崎
市
美
術
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

十
五
人

◆
受
講
料
な
ど　

八
百
円
程
度
（
美
術
館

入
館
料
と
昼
食
代
は
実
費
負

担
）

◆
内
容　

美
術
館
で
の
絵
画
の
鑑
賞
法
を

学
び
ま
す
。
二
回
目
に
は
実
際

に
美
術
館
へ
出
掛
け
ま
す
。

◆
講
師　

神
谷
由
美

◆
担
当　

社
会
教
育
課
公
民
館
係

�◆
期
間　

六
月
三
日（
水
）〜

　
　
　
　

七
月
十
九
日（
日
）　

全
五
回

◆
時
間　

午
前
十
時
〜
正
午
（
吟
行
の
日

は
午
前
九
時
〜
午
後
四
時
）

◆
会
場　

中
央
公
民
館
ほ
か

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

二
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

無
料
（
入
場
料
と
昼
食

代
な
ど
は
実
費
負
担
）

◆
内
容　

詩
吟
の
基
礎
を
学
び
ま
す
。
吟

行
に
も
出
掛
け
ま
す
。

◆
講
師　

文
化
協
会　

狂
俳
英
比
会

◆
担
当　

社
会
教
育
課
公
民
館
係

美
術
講
座「
美
術
館
に
行
っ
て
み
よ
う
」

狂
俳
教
室

平
成
２１
年
度
第
一
期 

生
涯
学
習
教
室
・
講
座
開
講 

　
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
」
を
目
標
に
町
民
の
皆
さ
ん
の

生
涯
学
習
を
支
援
す
る
教
室
・
講
座
を
開
講
し
ま
す
。
年
四
回
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
今
回
は
そ
の
第
一
回
目
で
す
。
気
軽
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。 

※
　
小
学
生
対
象
の
講
座
の
案
内
は
、
各
小
学
校
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す
。 

パソコン教室の様子
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�◆
期
間　

五
月
二
十
二
日（
金
）〜

　
　
　
　

六
月
二
十
六
日（
金
）　

全
六
回

◆
時
間　

午
後
七
時
〜
午
後
八
時
半

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

十
五
人

◆
受
講
料
な
ど　

千
三
百
円
程
度

◆
内
容　

ハ
ン
グ
ル
文
字
の
構
成
・
成
り

立
ち
や
、
気
楽
に
話
せ
る
基
本

フ
レ
ー
ズ
を
学
び
ま
す
。

◆
講
師　

中
川
春
子

◆
担
当　

社
会
教
育
課
公
民
館
係

�◆
期
間　

六
月
十
九
日（
金
）〜

　
　
　
　

八
月
二
十
八
日（
金
）　

全
六
回

◆
時
間　

午
後
一
時
半
〜
午
後
三
時

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

十
五
人

◆
受
講
料
な
ど　

月
二
千
円（
毎
月
徴
収
）

◆
内
容　

み
ん
な
で
楽
し
く
チ
ア
ダ
ン
ス

を
学
び
ま
す
。

◆
講
師　

中
野
磨
美

◆
担
当　

社
会
教
育
課
公
民
館
係

�◆
期
間　

六
月
三
日（
水
）、
十
七
日（
水
）、

七
月
一
日（
水
）、
十
五
日（
水
）、

八
月
五
日（
水
）　

全
五
回

◆
時
間　

午
前
十
時
〜
正
午

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

一
般

気
楽
に
韓
国
語
入
門

チ
ア
ダ
ン
ス
教
室

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
教
室

◆
定
員　

十
五
人

◆
受
講
料
な
ど　

一
回
三
千
五
百
円
（
毎

回
徴
収
）

◆
内
容　

色
素
を
抜
く
な
ど
の
特
殊
加
工

を
施
し
た
花
を
使
い
、
作
品
を

作
り
ま
す
。

　
　
　
　

①
ク
リ
ア
ド
ー
ム
ア
レ
ン
ジ
、

②
ト
ル
ソ
ー
の
花
の
ド
レ
ス
ア

レ
ン
ジ
、
③
ア
ロ
マ
の
香
り
付

き
ベ
ア
ー
ア
レ
ン
ジ
、
④

キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
ス
タ
ン
ド
ポ
ッ

ト
ア
レ
ン
ジ
、
⑤
ビ
タ
ミ
ン
カ

ラ
ー
ア
レ
ン
ジ
。
二
回
以
上
参

加
で
き
る
方
が
対
象
で
す
。

◆
講
師　

竹
内
か
お
り

◆
担
当　

社
会
教
育
課
公
民
館
係

�◆
期
間　

六
月
四
日（
木
）〜

　
　
　
　

七
月
三
十
日（
木
）　

全
五
回

◆
時
間　

午
前
十
〜
午
後
零
時
半

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

一
般
（
男
性
）

◆
定
員　

十
八
人

◆
受
講
料
な
ど　

三
千
五
百
円
程
度

◆
講
師　

管
理
栄
養
士 
岡
本
和
代

◆
内
容　

簡
単
で
お
い
し
く
、
健
康
に
良

い
料
理
を
作
り
ま
す
。

◆
担
当　

社
会
教
育
課
公
民
館
係

�◆
期
間　

六
月
二
日（
火
）〜

　
　
　
　

七
月
二
十
八
日（
火
）　

全
五
回

◆
時
間　

午
前
九
時
半
〜
午
後
零
時
半

◆
会
場　

中
央
公
民
館

男
性
料
理
教
室

手
作
り
パ
ン
教
室

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

十
八
人

◆
受
講
料
な
ど　

三
千
五
百
円
程
度

◆
内
容　

家
庭
で
で
き
る
パ
ン
の
作
り
方

を
学
び
ま
す
。毎
回
違
う
パ
ン

と
簡
単
な
お
菓
子
な
ど
を
作
り

ま
す
。

◆
講
師　

宮
本
友
美

◆
担
当　

社
会
教
育
課
公
民
館
係

�◆
期
間　

六
月
十
日（
水
）

い
き
い
き
マ
マ
パ
パ
応
援
企
画

「
健
康
料
理
教
室
」①

◆
時
間　

午
前
十
時
〜
午
後
零
時
半

◆
会
場　

保
健
セ
ン
タ
ー

◆
対
象　

小
学
生
以
下
の
子
ど
も
が
い
る

親
。（
託
児
付
き
）

◆
定
員　

十
八
人

◆
受
講
料
な
ど　

七
百
円
程
度

◆
内
容　

子
ど
も
の
成
長
と
家
族
の
健
康

を
考
え
た
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良

い
料
理
を
学
び
ま
す
。

◆
講
師　

管
理
栄
養
士 
岡
本
和
代

◆
担
当　

社
会
教
育
課
公
民
館
係

　
　
　
　

環
境
衛
生
課　

保
健
係

�

�

�

�

���������������������������

���������������������������

� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �

□申込資格
　町内在住・在勤・在学している方

□申込期間
　５月１５日（金）まで

□申し込み方法
　　電話（平日午前９時～午後５時）、ＦＡＸ、メール、
公民館窓口で申し込んでください。
　※　定員を超えた場合は初めての方を優先し、抽選に

より決定させていただきます。申し込みが十人未満
の場合や講師の都合により、中止や変更などもあり
ますのでご了承ください。

□問い合わせ先
　社会教育課公民館係
　�（４８）１１１１（内２６０）　ＦＡＸ（４８）６２２９
　メールアドレス shakyo@town.agui.lg.jp
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□問い合わせ先　環境衛生課保健係
　�（４８）１１１１（内３１１・３１２）

肉
炎
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
歯
を
失
う
の

は
老
化
が
原
因
で
な
く
、
若
い
こ
ろ
に
発

症
し
た
歯
肉
炎
が
重
症
化
し
て
、
歯
周
病

と
な
る
た
め
に
起
こ
る
こ
と
が
多
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

若
い
う
ち
か
ら
口
の
健
康
を
保
っ
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

口
の
中
が
歯
肉
の
炎
症
や
う
み
で
汚
れ

た
状
態
に
な
る
と
、
過
剰
に
繁
殖
し
た
細

菌
が
粘
膜
や
血
液
を
通
っ
て
全
身
を
回
り
、

心
臓
や
肺
な
ど
に
炎
症
を
引
き
起
こ
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
歯
周
病
は
、
口
の
中
だ

け
で
な
く
、
全
身
の
健
康
状
態
に
か
か

わ
っ
て
き
ま
す
。

全
身

　

敗
血
症
、
頭
痛
、
肩
こ
り
、
内
臓
の
不

調
、
栄
養
障
害

消
化
器
・
呼
吸
器
の
病
気

　

胃
炎
・
胃
潰
瘍
、
誤
嚥
性
肺
炎
（
高
齢

者
の
肺
炎
の
原
因
菌
は
口
の
中
に
潜
ん
で

い
ま
す
）

循
環
器
の
病
気

　

心
内
膜
炎
、
心
筋
炎
、
動
脈
硬
化

皮
膚
の
病
気

　

皮
膚
炎
（
皮
膚
炎
も
口
の
中
に
原
因
が

あ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）

代
謝
異
常
の
病
気

　

糖
尿
病
（
歯
周
病
を
治
療
す
る
と
血
糖

値
が
下
が
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）

　

歯
周
病
や
虫
歯
を
予
防
す
る
た
め
に
、

健
康
日
本　

あ
ぐ
い
計
画
に
掲
げ
る
「
は

２１

じ
め
の
一
歩
」
か
ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
。

□申し込み・問い合わせ先（５０ 音順）
電話番号住　所歯科医院名称
�４８-８００８阿久比町宮津字名師 １５-１石橋歯科医院

�４８-０２６２阿久比町福住字平野 ２１-１稲葉歯科医院

�４８-９６０８阿久比町椋岡字唐松 ３-３クローバーこども歯科

�４８-６０６０阿久比町卯坂字小谷 １０３関歯科医院

�４８-３９３９阿久比町草木字花吹 ２１竹内歯科医院

�４８-４１３９阿久比町福住字高根台 １１-７中村歯科医院

�４８-４６０１阿久比町板山字東台 ２１-２ひがし台歯科医院

�４８-３５６５阿久比町阿久比字宮後 ３２やなぎその歯科

�４８-７２３４阿久比町卯坂字古見堂 ６６-１若子歯科

　

八
十
歳
以
上
で
二
十
本
以
上
自
分
の
歯

が
あ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

□
募
集
期
間　

五
月
一
日（
金
）〜
六
月
三

　

十
日（
火
）

□
対
象
者　

昭
和
五
年
三
月
三
十
一
日
以

　

前
に
生
ま
れ
た
方

※　

以
前
に
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
は
除

　

き
ま
す
。

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

左
表
の
歯
科
医
院

8
0
2
0
表
彰
を
行
い
ま
す

　

食
べ
る
こ
と
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
大

き
な
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。「
歯
」
は
、

食
べ
る
こ
と
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。

　

二
十
本
以
上
歯
が
あ
る
と
、
ほ
と
ん
ど

の
食
べ
物
を
自
分
の
歯
で
食
べ
る
こ
と
が

で
き
、
年
齢
を
問
わ
ず
健
康
で
、
特
に
高

齢
者
は
認
知
症
や
寝
た
き
り
に
も
な
り
に

く
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

歯
周
病
や
虫
歯
な
ど
に
か
か
る
と
、
歯

を
失
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
若

い
人
に
も
歯
周
病
の
初
期
段
階
で
あ
る
歯

歯
周
病
は
全
身
に
影
響
を

与
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

口
・
歯
の
ト
ラ
ブ
ル
が

引
き
起
こ
す
全
身
の
病
気

いつまでも食べたい物が食べられるように 
〈はじめの一歩〉 

むし歯や歯周病などの歯の喪失原因を理解します。 
かかりつけ歯科医を決め、１年に１回以上、定期的に歯科健診を
受けます。 

むし歯や歯周病などの歯の喪失原因を理解します。 
かかりつけ歯科医を決め、１年に１回以上、定期的に歯科健診を
受けます。 

正しいブラッシング法を身につけます。 
かかりつけ歯科医を決め、１年に１回以上、定期的に歯科健診を
受けます。 

２０歳～３９歳 

４０歳～６４歳 

６５歳以上 

　
　
　
　
　
　

◇　
　
　
　
　

◇

いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
ままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままま
ででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで
ももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももも
食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食
べべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべ
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いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物
ががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががが
食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食
べべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべ
ららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
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るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ
ううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう
ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに
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○ ４０ 

　生活習慣・学習習慣・食育研究部会がまとめた「家庭、園・学校がともに育ち合うための手引き」
から、幼稚園・保育園年長児（６歳）の部分を紹介します。家庭教育の参考にしてください。 

家庭からの働き掛け

幼稚園・保育園年長児（６歳）

園からの働き掛け

□　進んで、あいさつや返事をする。
□　早寝早起きの習慣を身に付ける。
□　自分で衣服の着脱をし、必要に応じて調節する。
□　遊んだものを片付け、自分の持ち物を整理する。
□　自分で排せつの始末をする。

生活習慣 基本的生活習慣を身に付け、自分から進んでできる子ども

□　友達と順番やきまりを守り、さまざまな遊びを
　する。
□　身近な事物・事象・文字や数に関心をもち、生
　活や遊びに取り入れて遊ぶ。
□　共同の物を大切にし、譲り合って使う。

□　食器に手を添えて食べる。
□　食事の前に手を洗う。
□　食事のあいさつ（いただきます・ごちそうさま）
　をする。
□　いろいろな食品に親しむ。

□　子どもと一緒に保護者自身が積極的にあいさつをする。
□　食事・睡眠など決まりよい生活リズムを家族みんなで
　整える。
□　一人で頑張っているときや一人でしようとしている
　ときは、ゆっくりと待つ。
□　整理整頓がしやすいように、環境を整え、子どもと一
　緒に片づけ、きれいになった喜びを味わせていく。
□　自分でできるようになった姿を認め、失敗しても、叱
　らずに見守っていく。
□　子どもが興味をもって試したり、工夫したりしている
　姿を見守る。子どもが自分で試せるように時間をつくる。
□　失敗したときは、なぜそうなったか子どもに気づかせ、
　励まし、次への意欲へつなげる。
□　してよいことと悪いことの基本的な区別を教える。
□　家庭の中で約束ごとを決め、守らせる。
□　子どもの疑問に答えたり、一緒に考えたりする。
□　大人が家族間で食事のきまり（手洗い・あいさつ・食
　べ方など）を共通理解して実践する。
□　食事はおおよそ決まった時間にする。
□　食事中はテレビを消す。
□　ごはんを中心に旬の食材を利用
　する。
□　献立表を見えるところに張り、
　献立が同じにならないようにする。
□　食事のときに、園での出来事を
　話せるような雰囲気をつくる。

□問い合わせ先　学校教育課�（４８）１１１１（内２０２）

学習習慣 いろいろなものに興味や関心をもち友達と意欲的に遊ぶ子ども

食　育 食事のマナーを身に付け、好き嫌いをしないで食べる子ども

□　毎日の生活の中で、あいさつや返事をすることの気持
　ちよさを伝える。
□　規則正しい生活の大切さを知らせる。
□　衣服が乱れたら整え、天候や気温、活動に応じて衣服
　を調節することに気づかせる。
□　みんなで片づけに取り組み、きれいになった気持ちよ
　さを味わせたり、自分たちの生活の場を自分たちで整え
　ようとする気持ちを持たせたりする。
□　排泄の仕方、紙の使い方、トイレの使い方を繰り返し
　知らせる。
□　できないことや少し難しいことにも挑戦しようとす
　る気持ちを認め、できたときには一緒に喜び、自信へつ
　なげる。
□　子どもの発達過程や興味に応じた運動や遊びを工夫
　する。
□　友達とのかかわり方やルールの必要性を遊びの中で
　知らせる。
□　幼児の発想やアイデアを遊びや生活の中に生かし、意
　欲や創造力、行動力を育てる。
□　あいさつや手洗い、よい食べ方などが習慣となるよう
　繰り返し指導する。
□　食べる食品の名前を知らせ、初めての食品は興味を
　もって食べられるよう指導する。
□　地域の協力を得て、農作
　物の栽培や収穫を体験させ、
　喜びや感動する気持ちも持
　たせる。
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　町民の皆さんに、災害に関する情報や台風などの気
象情報を迅速、的確にお知らせするために、「あんしん・
防災ねっと」を開設しています。

 災害時緊急メール 

　自分の携帯電話のメールアドレスを登録することで、
町から発信する防災の緊急情報などをメールでお知ら
せします。
※　災害時緊急メール登録者数 １,００７人（４月２１日現在）
　インターネット接続画面からアドレスを入力してくだ
さい。
☆アドレス
　http://www.anshin-bousai.net/agui/
※　すべての携帯電話端末に対応しています。
※　阿久比町のＨＰからも閲覧できます。
☆阿久比町のＨＰアドレス
　http://www.town.agui.lg.jp

防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを防災緊急情報を
携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話でででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで携帯電話で

※　ＱＲコードの読み取りに対応
した携帯電話を使っている方は、
ＱＲコードを読み取ることでア
クセスができます。

１０９ 
防災交通課 
fl（４８）１１１１ 
（内２０８） 

ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 
　防災行政無線が聞き取りにくい場合は
�（４８）７０３０へ問い合わせてください。最新
のメッセージを聞くことができます。

行政無線情報は電話でも

　阿久比町交通安全推進協議会が町民に交通安全意
識などを高めてもらおうと、「春の交通安全キャン
ペーン」を４月１１日、オアシス大橋東信号交差点で
行いました。
　交通安全協会半田支部阿久比分会や宮津団地交通
少年団などのメンバー約５０人が参加して、ドライ
バーに「シートベルト・チャイルドシートを正しく
着用しよう」などの看板を見せたり、啓発グッズを
配布したりして交通安全を呼び掛けました。

ドライバーに啓発を行う交通少年団のメンバー

　

都
市
圏
活
断
層
図
が
更
新
さ
れ
ま
し
た
。

阿
久
比
町
で
も
四
月
か
ら
庁
舎
一
階
住
民

サ
ロ
ン
コ
ー
ナ
ー
に
掲
示
し
ま
し
た
。

　

一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
の
阪
神
・
淡

路
大
震
災
を
機
に
、
活
断
層
に
関
す
る
情

報
の
整
備
や
公
開
の
必
要
性
が
高
ま
り
ま

し
た
。
そ
の
年
か
ら
国
土
地
理
院
で
は
、

人
口
が
集
中
し
、
大
地
震
の
際
に
大
き
な

被
害
が
予
測
さ
れ
る
都
市
圏
と
そ
の
周
辺

に
つ
い
て
、
活
断
層
の
位
置
を
詳
細
に
表

示
し
た
二
万
五
千
分
の
一
「
都
市
圏
活
断

層
図
」
を
活
断
層
の
研
究
者
と
共
同
で
作

成
し
て
い
ま
す
。

　

活
断
層
と
は
、
最
近
数
十
万
年
の
間
に
、

約
千
年
か
ら
数
万
年
の
間
隔
で
繰
り
返
し

動
い
て
き
た
跡
が
地
表
に
現
れ
、
今
後
も

活
動
を
繰
り
返
す
と
考
え
ら
れ
る
断
層
で

す
。

　

今
回
掲
示
し
た
地
図
で
は
、
大
高
‐
大

府
断
層 
、 
高
浜
撓
曲  
、
東
大
高
撓
曲
が

表
記
さ
れ
、
大
き
な
建
物
や
街
並
み
と
活

断
層
の
位
置
関
係
を
詳
細
に
把
握
で
き
、

防
災
に
役
立
つ
情
報
を
読
み
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

サロンコーナーに掲示した都市圏活断層図

一一一一一一一一一一一一一一一一人人人人人人人人人人人人人人人人ひひひひひひひひひひひひひひひひととととととととととととととととりりりりりりりりりりりりりりりりのののののののののののののののの交交交交交交交交交交交交交交交交通通通通通通通通通通通通通通通通安安安安安安安安安安安安安安安安全全全全全全全全全全全全全全全全意意意意意意意意意意意意意意意意識識識識識識識識識識識識識識識識をををををををををををををををを高高高高高高高高高高高高高高高高めめめめめめめめめめめめめめめめるるるるるるるるるるるるるるるるたたたたたたたたたたたたたたたためめめめめめめめめめめめめめめめにににににににににににににににに一人ひとりの交通安全意識を高めるために
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町
の
は
ず
れ
に
、
こ
ん
も
り
し
た
森

が
、
あ
り
ま
す
。
町
の
人
た
ち
も
、
よ

く
さ
ん
ぽ
に
で
か
け
る
森
で
す
。

　

森
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
ど
う
ぶ
つ
が
、

す
ん
で
い
ま
す
。

　

お
日
様
が
、
に
こ
に
こ
と
で
て
き
て
、

あ
た
た
か
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

の
ね
ず
み
か
あ
さ
ん
も
、大
忙
し
で
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
が
、
五
ひ
き
も
う
ま
れ
た

の
で
す
か
ら
。
ミ
ル
ク
を
ほ
し
が
る
子
、

あ
ば
れ
て
ベ
ッ
ド
か
ら
お
ち
る
子
、
大

な
き
し
て
か
あ
さ
ん
を
よ
ぶ
子
。
そ
れ

は
そ
れ
は
、
た
い
へ
ん
な
さ
わ
ぎ
で
す
。

　

今
日
も
、
の
ね
ず
み
か
あ
さ
ん
は
、

た
べ
も
の
を
さ
が
し
に
で
か
け
ま
し
た
。

　

そ
の
途
中
の
こ
と
で
す
。
草
の
中
に

な
に
か
、
く
ろ
い
も
の
が
、
う
ず
く
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

の
ね
ず
み
か
あ
さ
ん
は
、
大
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。（
ね
こ
！
）

　

く
ろ
い
も
の
は
、
ジ
ー
ッ
と
し
て
動

き
ま
せ
ん
。

　

の
ね
ず
み
か
あ
さ
ん
は
、
お
そ
る
お

そ
る
近
よ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
く

ろ
い
も
の
は
、
動
き
ま
せ
ん
。

　

か
あ
さ
ん
が
、
よ
く
見
る
と
そ
れ
は
、

ふ
わ
ふ
わ
の
毛
糸
で
あ
ん
だ
あ
っ
た
か

そ
う
な
帽
子
で
し
た
。

（
や
れ　

や
れ
）ほ
っ
と
し
た
か
あ
さ
ん
は
、

そ
の
帽
子
を
、
も
っ
て
か
え
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
よ
い
し
ょ　

よ
い
し
ょ
と
、

ひ
っ
ぱ
り
か
け
た
そ
の
時
、

「
そ
の
帽
子
、
わ
た
し
が
先
に
見
つ
け

た
ん
だ
か
ら
」

　

木
か
ら
、
り
す
か
あ
さ
ん
が
お
り
て

き
て
い
い
ま
し
た
。

「
い
や
ー
ね
。
わ
た
し
が
先
に
見
つ
け

た
の
よ
」

「
い
い
え
。
わ
た
し
の
ほ
う
が
先
よ
。

木
の
上
で
見
つ
け
た
ん
だ
か
ら
」

　

二
ひ
き
の
か
あ
さ
ん
は
、
い
い
あ
ら

そ
い
を
は
じ
め
ま
し
た
。

「
な
ん
だ
、
な
ん
だ
」

　

さ
わ
ぎ
を
き
い
て
、
う
さ
ぎ
と
う
さ

ん
が
、
で
て
き
ま
し
た
。

「
一
寸
き
い
て
く
だ
さ
い
よ
。
わ
た
し

が
、
先
に
見
つ
け
た
ん
だ
か
ら
」

「
い
い
え
。
わ
た
し
が
先
な
ん
だ
か
ら
」

　

二
ひ
き
の
か
あ
さ
ん
は
、
ど
ち
ら
も

ゆ
ず
り
ま
せ
ん
。
話
を
き
い
た
う
さ
ぎ

と
う
さ
ん
は
、

「
そ
れ
な
ら
、じ
ゃ
ん
け
ん
で
き
め
れ
ば
」

と
、
知
恵
を
だ
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
じ
ゃ
ん
け
ん
な
ん
て
、と
ん
で
も
な
い
。

わ
た
し　

ど
う
し
て
も
欲
し
い
か
ら
」

「
い
い
え
。
わ
た
し
の
ほ
う
が
、
も
っ

と
も
っ
と
欲
し
い
の
。
じ
ゃ
ん
け
ん
で

は
、
き
め
ら
れ
な
い
わ
」

あ
ら
そ
い
は
、
お
さ
ま
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
へ
、
き
つ
ね
じ
い
さ
ん
が
、

「
わ
た
し
が
、
き
め
て
あ
げ
よ
う
」

と
、
声
を
か
け
ま
し
た
。

「
そ
う
し
た
時
は
、
子
ど
も
の
多
い
か

あ
さ
ん
が
も
ら
え
ば
よ
い
」

と
、
い
い
ま
し
た
。

「
わ
た
し
、
赤
ち
ゃ
ん
の
ベ
ッ
ド
に
す

る
つ
も
り
よ
」

　

の
ね
ず
み
か
あ
さ
ん
は
、い
い
ま
し
た
。

「
子
ど
も
の
ボ
ー
ル
あ
そ
び
に
つ
か
う
わ
」

　

元
気
な
声
で
、
り
す
か
あ
さ
ん
が
答

え
ま
す
。

　

こ
れ
を
き
い
た
き
つ
ね
じ
い
さ
ん
が
、

「
お
子
は
何
匹
か
な
、
か
あ
さ
ん
た
ち
」

と
、
き
き
ま
し
た
。

「
わ
た
し
の
赤
ち
ゃ
ん
は
、
五
ひ
き
よ
」

　

の
ね
ず
み
か
あ
さ
ん
が
い
い
ま
し
た
。

「
う
ち
は
、
か
わ
い
い
子
が
二
ひ
き
よ
」

り
す
か
あ
さ
ん
も
、
答
え
ま
す
。

「
五
ひ
く
二
は
三
か
。
そ
れ
で
は
、
こ

の
帽
子
は
の
ね
ず
み
か
あ
さ
ん
が
、
も

ら
え
ば
い
い
わ
け
だ
」

　

き
つ
ね
じ
い
さ
ん
が
、
答
え
を
だ
し

ま
し
た
。

　

ち
ょ
う
ど
そ
の
と
き
、
蜂
蜜
を
集
め

て
い
た
く
ま
ば
あ
さ
ん
が
、
通
り
か
か

り
、
み
ん
な
の
と
こ
ろ
へ
き
ま
し
た
。

「
い
い
帽
子
だ
ね
」

と
、
手
に
と
っ
て
見
て
い
ま
し
た
が
、

「
わ
た
し
も
欲
し
い
よ
。
で
も
ね
ぇ
、

一
番
欲
し
い
の
は
、
お
と
し
た
人
で
は
、

な
い
か
し
ら
ね
え
。
一
日
か
二
日
そ
こ

に
置
い
と
く
の
は
、
ど
う
か
ね
ぇ
」

と
、
い
い
ま
し
た
。

　

森
一
番
の
も
の
し
り
の
、
く
ま
ば
あ

さ
ん
の
話
を
き
い
て
、
み
ん
な
は
、
そ

れ
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

リ
ス
か
あ
さ
ん
も
、
の
ね
ず
み
か
あ

さ
ん
も
あ
き
ら
め
ま
し
た
。

　

次
の
日
、
人
間
の
お
ば
あ
さ
ん
が

や
っ
て
き
て
、
帽
子
を
見
つ
け
る
と
、

「
お
や
お
や
。
こ
ん
な
所
に
お
と
し
て

い
っ
た
の
ね
。
ま
あ
、
ま
あ
」
と
、
帽

子
を
ひ
ろ
い
、
枯
れ
草
を
は
ら
う
と

「
よ
か
っ
た
、
よ
か
っ
た
」

と
、
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
か
え
り
ま
し
た
。

　
　

し
ろ
や
ま
会
員　

片
山　

直
子

一一一一一一一一一一一一一一一一人人人人人人人人人人人人人人人人ひひひひひひひひひひひひひひひひととととととととととととととととりりりりりりりりりりりりりりりりのののののののののののののののの交交交交交交交交交交交交交交交交通通通通通通通通通通通通通通通通安安安安安安安安安安安安安安安安全全全全全全全全全全全全全全全全意意意意意意意意意意意意意意意意識識識識識識識識識識識識識識識識をををををををををををををををを高高高高高高高高高高高高高高高高めめめめめめめめめめめめめめめめるるるるるるるるるるるるるるるるたたたたたたたたたたたたたたたためめめめめめめめめめめめめめめめにににににににににににににににに
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石
造
物
を
求
め
て
、
宮
津
熱
田
社
へ
行

く
。
少
し
動
け
ば
汗
が
出
る
よ
う
な
暖
か

さ
。
桜
も
花
が
散
り
、
葉
桜
と
な
り
新
緑

が
ま
ぶ
し
い
。

境
内
外
の
一
角
に
「
戦
没
記
念
碑
」
が

建
つ
。
表
面
に
は「
陸
軍
大
将
桂
太
郎
書
」、

裏
面
に
は
「
明
治
廿
七
、
八
年
戦
役
従
軍

者　

十
名
」
と
刻
ま
れ
る
。
日
清
戦
争
で

亡
く
な
っ
た
人
々
が
し
の
ば
れ
て
い
る
。

記
念
碑
の
台
石
が
宮
津
公
民
館
西
に
あ

る
二
子
塚
古
墳
（
町
指
定
文
化
財
） 
石  
棺 

せ
っ 
か
ん

の
ふ
た
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
る
。
文
書
で

書
か
れ
た
正
式
な
記
録
は
な
い
が
、
本
当

に
こ
れ
が
事
実
で
あ
る
な
ら
ば
、
大
事
な

石
棺
の
ふ
た
が
な
ぜ
台
石
に
使
わ
れ
た
の

か
、
何
か
謎
が
あ
り
そ
う
だ
。「
隠
さ
れ
た

秘
密
が
あ
り
そ
う
な
、
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な

話
で
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
よ
」
と
友
人
が
言

う
。「
確
か
に
そ
う
だ
よ
ね
」
と
私
が
返
す
。

　

し
ば
ら
く
聞
き
込
み
を
続
け
た
が
、
謎

は
解
け
な
い
。
残
念
・
・
。
謎
は
ま
た
の
機
会

に
調
べ
る
こ
と
に
し
て
、
熱
田
社
境
内
へ

と
進
む
。
拝
殿
の
左
右
に
天
然
記
念
物
の

楠
（
町
指
定
文
化
財
）
が
二
本
生
い
茂
る
。

西
側
前
方
に
目
を
向
け
る
と
十
一
基
の 
燈 とう

 
籠 
が
等
間
隔
に
並
ぶ
。

ろ
う

文
化
財
調
査
報
告
書
に
は
「
熱
田
社
燈

籠
群
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
。
所
々
に
コ

ケ
が
生
え
、
古
い
燈
籠
で
あ
る
こ
と
が
一

目
で
分
か
る
。
下
の
支
柱
部
分
に
今
か
ら

お
よ
そ
三
百
年
前
の
江
戸
時
代
「
元
禄
」

の
元
号
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

い
わ
れ
な
ど
を
尋
ね
て
み
た
が
、
存
在

す
ら
知
ら
な
い
人
が
ほ
と
ん
ど
だ
。
唯
一

「 
元  
禄  
燈  
籠 
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
が

げ
ん 
ろ
く 
と
う 
ろ
う

分
か
っ
た
。
薄
暗
い
場
所
に
あ
る
燈
籠
群

だ
が
、
西
か
ら
差
し
込
む
日
を
受
け
て
、

十
一
基
の
燈
籠
が
明
る
く
照
ら
し
出
さ
れ

た
姿
は
幻
想
的
だ
。

今
回
の
コ
ー
ス
の
最
後
に
「
青
年
会
場

石
垣
」
を
見
た
。
宮
津
地
区
の
青
年
会
場

の
基
礎
に
は
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら
石
垣

が
積
ま
れ
て
い
る
。

建
物
の
屋
根
瓦
の
最
上
部
に
�
若
�
と

文
字
が
見
え
る
。
長
老
は
言
う
。「
こ
の
建

物
は
『 
若 
い

わ
か

 
衆 

し
ゅ
う 
蔵 
』
と
呼
ぶ
方
が
、
わ
し

ぐ
ら

ら
に
は
な
じ
み
が
あ
る
。
祭
礼
の
前
に
な

る
と 
囃
子 
を
覚
え
る
場
所
で
、
昔
は
若
い

は
や
し

も
ん
が
、
先
輩
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

教
わ
る
�
修
行
の
場
�
で
も
あ
っ
た
ん
だ
」。

今
年
も
春
祭
り
が
行
わ
れ
、
青
年
会
場

の
前
に
二
台
の
山
車
が
並
び
、
若
い
衆
の

威
勢
の
い
い
声
が
響
き
渡
っ
た
。「
石
垣
」

は
時
代
が
移
っ
て
も
変
わ
る
こ
と
の
な
い
、

祭
り
の
に
ぎ
や
か
な
光
景
を
静
か
に
見
守

り
続
け
て
い
た
。

１１基並ぶ“燈籠”

青年会場の基礎になっている“石垣”

県
道
南
粕
谷
半
田
線 

文 

東部小 

法久院 

大山祗神社 

谷性寺 

熱田社 

熱田社燈籠群 

光西寺 秋葉神社 

萩
老
人
憩
の
家 

青年会場石垣 
 

戦没記念碑 
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総
務
省
で
は
、
国
な
ど
の
行
政
の
仕
事

に
つ
い
て
皆
さ
ん
か
ら
直
接
、
苦
情
や
意

見
を
聴
い
て
、
そ
の
解
決
の
促
進
を
図
り
、

行
政
運
営
の
改
善
に
反
映
さ
せ
る
「
行
政

相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

五
月
十
八
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
は

「
春
の
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。
皆
さ
ん

に
行
政
相
談
制
度
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

毎
年
五
月
下
旬
に
各
種
行
事
を
全
国
一
斉

に
集
中
的
に
実
施
し
ま
す
。

　

保
険
・
年
金
・
税
金
・
登
記
・
消
費
者

保
護
、
国
の
行
政
機
関
な
ど
の
窓
口
サ
ー

ビ
ス
な
ど
に
つ
い
て
、
苦
情
や
意
見
・
要

望
や
分
か
ら
な
い
こ
と
は
、
行
政
相
談
委

員
、
名
古
屋
総
合
行
政
相
談
所
、
総
務
省

中
部
管
区
行
政
評
価
局
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
来
訪
、
電
話
、
文
書
い
ず
れ
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
も
利
用
で
き
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。

○
阿
久
比
町
の
行
政
相
談
委
員　

伊
藤
政

則
さ
ん　

�（
４
８
）７
２
２
７

○
名
古
屋
総
合
行
政
相
談
所　

〒
４
６
０

―
０
０
０
３　

名
古
屋
市
中
区
錦
３
―

　

―　

（
栄
町
ビ
ル
九
階
）

２３

３１

　

�
０
５
２（
９
６
１
）４
５
２
２

※　

窓
口
受
付
時
間
は
午
前
十
時
〜
午
後

六
時
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

※ 　

受
付
時
間
外
は
留
守
録
音
と
な
り

ま
す
。

○
行
政
苦
情
１
１
０
番

　

�（
０
５
７
０
）０
９
０
１
１
０

※　

窓
口
受
付
時
間
は
平
日
午
前
八
時
半

〜
午
後
五
時
半

※　

受
付
時
間
外
は
留
守
録
音
と
な
り
ま

す
。

○
中
部
管
区
行
政
評
価
局　

首
席
行
政
相

談
官
室　

〒
４
６
０
―
０
０
０
１　

名

古
屋
市
中
区
三
の
丸
２
―
５
―
１　

名

古
屋
合
同
庁
舎
第
２
号
館
四
階

　

�
０
５
２（
９
７
２
）７
４
１
６

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
２（
９
７
２
）７
４
１
９

○
Ｈ
Ｐ　

http://w
w
w
.soum

u.go.jp/
kanku/chubu.htm

l

○
電
子
メ
ー
ル
（
苦
情
１
１
０
番
）

　

110cyb32@
soum

u.go.jp
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　４月１日付
けで伊藤政則
さんが総務大
臣から行政相
談委員に委嘱
されました。
　保険、年金、
国税、登記、消費者保護、行政の
窓口サービスなどについて苦情
や意見、要望がありましたら気軽
に相談してください。

□連絡先
　阿久比町大字矢高字仲組２０―１
　�（４８）７２２７

□問い合わせ先
　住民福祉課社会福祉係　
　�（４８）１１１１（内３０１）

伊藤政則さんが
行政相談委員に委嘱されました

�������	
���������	
��

　

町
民
、
事
業
者
、
行
政
が
協
働
し
て
ご

み
や
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
削
減
し
、
地

球
温
暖
化
防
止
な
ど
を
目
指
す
た
め
の

「
レ
ジ
袋
削
減
・
有
料
化
に
関
す
る
協
定
」

締
結
式
が
四
月
十
六
日
、
保
健
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

ア
ピ
タ
阿
久
比
店
、
ピ
ア
ゴ
阿
久
比
北

店
、
モ
ン
マ
ル
シ
ェ
、
ジ
ッ
プ
ド
ラ
ッ
グ

白
沢
阿
久
比
店
、
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
あ
ぐ

い
、
酒
倉
庫
キ
ャ
ラ
バ
ン
阿
久
比
店
、
あ

さ
ひ
だ
る
ま
阿
久
比
店
、
榊
屋
の
八
店
が

参
加
。
協
定
は
阿
久
比
町
、
各
店
、
あ
ぐ

い
く
ら
し
の
会
と
阿
久
比
町
ご
み
ゼ
ロ
運

動
推
進
連
絡
会
の
両
代
表
の
四
者
で
結
ば

れ
ま
し
た
。

　

協
定
で
は
、「
平
成
二
十
四
年
三
月
末
日

ま
で
に
レ
ジ
袋
の
辞
退
率
を
五
〇
�
以
上

に
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
」、「
町
民
に

マ
イ
バ
ッ
ク
の
持
参
を
促
進
す
る
」
な
ど

の
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

五
月
一
日
か
ら
レ
ジ
袋
有
料
化
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
レ
ジ
袋
有
料
化
取
組
店

は
ポ
ス
タ
ー
や
の
ぼ
り
で
お
知
ら
せ
が
さ

れ
て
い
ま
す
。
余
分
な
レ
ジ
袋
を
減
ら
す

た
め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
の
協
力
が
必
要

で
す
。
マ
イ
バ
ッ
ク
を
使
っ
て
、
地
球
に

優
し
い
買
い
物
に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

環
境
衛
生
課
環
境
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
１
７
・
３

１
０
）

レ
ジ
袋
辞
退
率

レ
ジ
袋
辞
退
率
５０
％
以
上
が
目
標

％
以
上
が
目
標 
レ
ジ
袋
辞
退
率

レ
ジ
袋
辞
退
率
５０
％
以
上
が
目
標

％
以
上
が
目
標 
レ
ジ
袋
辞
退
率
５０
％
以
上
が
目
標 
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第第第第第第第第第第第第第第５５５５５５５５５５５５５５次次次次次次次次次次次次次次阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿久久久久久久久久久久久久久久比比比比比比比比比比比比比比町町町町町町町町町町町町町町総総総総総総総総総総総総総総合合合合合合合合合合合合合合計計計計計計計計計計計計計計画画画画画画画画画画画画画画審審審審審審審審審審審審審審議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員をををををををををををををを募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集

Information

お知らせ  
InformationInformation

�上
級
救
命
講
習

　

救
命
講
習
に
加
え
傷
病
者
管
理
や
副
子

固
定
、
熱
傷
の
手
当
て
、
搬
送
法
を
学
ぶ

講
習
で
す
。

□
日
時
・
場
所　

六
月
十
八
日（
木
）　

午

前
九
時
〜
午
後
六
時　

半
田
消
防
署

□
定　

員　

三
十
人
（
先
着
順
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部

　

半
田
消
防
署　

�（
２
１
）１
４
９
２

普
通
救
命
講
習

　

救
命
の
た
め
の
応
急
手
当
や
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
使
い
方
の

講
習
で
す
。

※　

Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は
、
け
い
れ
ん
し
た
心
臓

に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る
も
の
で
す
。

□
日
時
・
場
所　

六
月
三
十
日（
火
）　

午

後
一
時
半
〜
午
後
四
時
半　

阿
久
比
町

立
中
央
公
民
館
本
館

□
定　

員　

二
十
人
（
先
着
順
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部

　

阿
久
比
支
署　

�（
４
７
）０
１
１
９

　

H
P　

http://w
w
w
.cac

‐ net.ne.jp
/̃chitachu/

�
　

五
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
一
日
は
家
内

労
働
旬
間
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

○
委
託
者
は
、
家
内
労
働
手
帳
を
交
付
し

ま
し
ょ
う
。

�

�

�

�

�

�

�

	

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

○
家
内
労
働
者
は
、
家
内
労
働
手
帳
を
受

け
取
り
、
記
入
さ
れ
た
事
項
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
家
内
労
働
に
よ
る

災
害
の
防
止
と
健
康
管
理
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

○
「
イ
ン
チ
キ
内
職
」
に
よ
る
被
害
防
止

に
努
め
ま
し
ょ
う
。
誰
に
で
も
で
き
る

簡
単
な
仕
事
で
、
高
収
入
が
得
ら
れ
る

よ
う
な
「
ウ
マ
イ
は
な
し
」
に
は
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

愛
知
労
働
局
賃
金
課

家
内
労
働
係
�
０
５
２（
９
７
２
）０
２

５
８
、
半
田
労
働
基
準
監
督
署
�（
２

１
）１
０
３
０

�
　

阿
久
比
町
で
は
愛
知
県
と
協
調
し
て
、

従
業
員
数
が
五
十
人
（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス

業
は
三
十
人
）
以
下
の
中
小
規
模
の
商
工

業
者
の
事
業
上
の
設
備
資
金
、
運
転
資
金

の
融
通
を
円
滑
に
す
る
た
め
、
商
工
業
振

興
資
金
融
資
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

愛
知
県
信
用
保
証
協
会
の
信
用
保
証
を

得
ら
れ
る
方
で
あ
れ
ば
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。
ま
た
、
商
工
業
振
興
資
金
融
資
の
た

め
の
信
用
保
証
料
に
つ
い
て
、
支
払
っ
た

保
証
料
の
二
分
の
一
を
補
助
（
上
限
十
万

円
）
し
て
い
ま
す
。
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

□
取
り
扱
い
金
融
機
関　

三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ

Ｊ
銀
行
半
田
支
店
、
名
古
屋
銀
行
半
田

支
店
、
愛
知
銀
行
半
田
支
店
、
知
多
信

用
金
庫
阿
久
比
支
店
、
同
東
ケ
丘
支
店
、

半
田
信
用
金
庫
阿
久
比
支
店
、
同
巽
ケ

丘
支
店

�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�


�
�

□
融
資
限
度
額　

通
常
資
金
四
千
万
円
、

小
規
模
企
業
資
金
（
従
業
員
数
二
十
人

〈
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
は
五
人
〉
以
下

で
保
証
残
高
千
二
百
五
十
万
円
ま
で
の

事
業
所
に
適
用
）
千
二
百
五
十
万
円

□
融
資
期
間
・
利
率

　

通
常
資
金

　

設
備
・
運
転　

三
年　

年
一
・
六
％

　
　
　

〃　
　
　

五
年　

年
一
・
七
％

　
　
　

〃　
　
　

七
年　

年
一
・
八
％

　

小
規
模
企
業
資
金

　

設
備
・
運
転　

三
年　

年
一
・
四
％

　
　
　

〃　
　
　

五
年　

年
一
・
五
％

　

設
備
の
み　
　

七
年　

年
一
・
六
％

□
問
い
合
わ
せ
先　

取
り
扱
い
金
融
機
関

店
舗
ま
た
は
産
業
課
商
工
労
政
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
３
４
）

�
　

日
本
赤
十
字
社
は
、
国
際
的
に
は
自
然

災
害
地
で
の
救
護
活
動
、
発
展
途
上
国
へ

の
援
助
な
ど
国
際
赤
十
字
の
一
員
と
し
て
、

人
道
的
な
使
命
達
成
の
た
め
の
活
動
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
国
内
で
は
自
然
災
害
、

事
故
災
害
時
に
迅
速
・
的
確
な
救
援
活
動

や
安
全
な
輸
血
用
血
液
の
確
保
、
看
護
師

の
養
成
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
の
活
動
は
、
す
べ
て
皆

さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
事
業
資
金
で
支
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
員
に
加
入
す
る
形
で
事

業
資
金
募
集
を
行
い
ま
す
。
区
長
・
自
治

会
長
を
通
じ
、
各
地
区
の
班
長
（
隣
組

長
）
が
各
家
庭
に
伺
い
ま
す
の
で
、
協
力

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�

�

�

�

�

�

	

を
お
願
い
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

住
民
福
祉
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
０
１
）

�□
日　

時　

五
月
十
六
日（
土
）　

午
前
十

時
〜
午
後
一
時　
　

□
場　

所　

中
央
公
民
館
南
館
前
キ
ャ
ッ

シ
ュ
コ
ー
ナ
ー
横

□
主　

催　

阿
久
比
町
更
生
保
護
女
性
会

□
問
い
合
わ
せ
先　

住
民
福
祉
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
０
１
）

�
　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
ん
ど
で
は
、

障
害
の
あ
る
方
が
参
加
で
き
る
創
作
活
動

の
イ
ベ
ン
ト
を
、
ア
ト
リ
エ
Ａ
ｎ
ｄ
ａ
ｎ

ｔ
ｅ
（
あ
ん
だ
ん
て
）
と
の
共
同
企
画
で

開
催
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
テ
ー
マ
は

「
紙
で
絵
を
描
こ
う
」
で
す
。

□
日　

時　

五
月
十
六
日　

午
前
十
時
〜
正
午

□
場　

所　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
あ

ん
ど
元
浜
事
業
所（
東
海
市
元
浜
町　

）
１０

□
対
象
者　

身
体
障
害
、
知
的
障
害
、
精
神

障
害
の
あ
る
方
お
よ
び
障
害
の
あ
る
児
童

□
参
加
費　

四
百
円　

□
定　

員　

十
人
（
先
着
順
）

□
応
募
期
間　

五
月
五
日（
祝
）〜
五
月
十

四
日（
木
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

地
域
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
ん
ど
元
浜
事
業
所

�
０
５
６
２（
３
９
）２
７
７
８

　

電
子
メ
ー
ル　

shien@
vanilla.ocn.ne.jp

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
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�

�
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�
　

四
月
一
日
現
在
で
自
動
車
を
所
有
の
方

に
、五
月
上
旬
に
愛
知
県
か
ら
自
動
車
税

の
納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。県
税
事

務
所
・
金
融
機
関
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
な
ど
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

名
義
変
更
・
廃
車
な
ど
の
登
録
手
続
き

を
他
の
人
に
依
頼
し
た
自
動
車
に
つ
い
て
、

納
税
通
知
書
が
届
い
た
場
合
は
、登
録
手

続
き
が
三
月
末
日
ま
で
に
行
わ
れ
て
い
な

い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

　

転
居
な
ど
に
よ
り
納
税
通
知
書
が
届
か

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�

な
い
と
き
は
、知
多
県
税
事
務
所
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

知
多
県
税
事
務
所
課
税
第
二
課
自
動
車

税
グ
ル
ー
プ　

�（
２
１
）８
１
１
１

第第第第第第第第第第第第第第５５５５５５５５５５５５５５次次次次次次次次次次次次次次阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿久久久久久久久久久久久久久久比比比比比比比比比比比比比比町町町町町町町町町町町町町町総総総総総総総総総総総総総総合合合合合合合合合合合合合合計計計計計計計計計計計計計計画画画画画画画画画画画画画画審審審審審審審審審審審審審審議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員をををををををををををををを募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集第５次阿久比町総合計画審議会委員を募集

Information

今今月月のの納納税税ななどど
軽自動車税　全期分

納期限は
　　６月１日（月）です。

　登録内容に変更があった
ときは、届け出をお忘れなく。

　「調和の中で豊かに実るまち阿久比」を目指してまちづくりを進めてき
た「第４次阿久比町総合計画」の計画期間が平成２２年で終了します。そ
の後の１０年間、平成３２年までのまちづくりの基本方針を示す「第５次阿
久比町総合計画」を策定するにあたり、町民の意見を町政に反映し、町
政への参画の推進を図るため第５次阿久比町総合計画審議会の委員を公
募します。

□応募資格　町内在住の満２０歳以上の方で、阿久比町に関心を持ち、熱
意のある方 ｡

□任　　期　委嘱された日から審議終了まで。ただし、町外へ転出した
とき、職務が遂行できなくなったときまたは辞任を申し出た
ときは委員の資格を失います ｡

□内　　容　総合計画審議会（任期中７回程度）に出席して、町が示し
ていく計画案に関して意見を求めます。

□募集人員　３人
□応募方法　５月２１日（木）までに所定の応募用紙に、住所、氏名、年齢、

職業、応募の動機などを記載し、総合計画(まちづくり)をテー
マにした小論文（８００字程度）を添えて、役場企画財政課へ
提出（郵送〈当日消印有効〉・メール可）してください。提
出された応募用紙などは返還しません。

　　　　※　応募用紙は、役場企画財政課窓口にあります。阿久比町ホー
ムページ

　　　　(http://www.town.agui.lg.jp/ka/kizai/kikaku/soukei/koubo.pdf)
　　　　からダウンロードできます。
□選　　考　応募の動機および小論文などにより審査します。選考結果

は６月上旬に応募者宛通知し、公表はしません。
□申し込み・問い合わせ先　
　〒４７０－２２９２　阿久比町大字卯坂字殿越５０番地
　阿久比町総務部企画財政課　企画電算係　�（４８）１１１１（内２０４、３０３）
　電子メール　kikaku@town.agui.lg.jp

�平
成
二
十
年
度
草
木
厄
歳
会　

様

　

草
木
小
学
校
へ
ポ
ー
タ
ブ
ル
ワ
イ
ヤ
レ

ス
ア
ン
プ
一
台
と
イ
ス
一
脚
を
ご
寄
付
い

た
だ
き
ま
し
た
。

竹
内
春
藏　

様
（
草
木
）

　

町
内
の
小
学
校
一
年
生
へ
交
通
安
全
リ

ボ
ン
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�
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「あいち森と緑づくり税」がスタートします
　愛知県では、「山から街まで緑豊かな愛知」を目指し、森と緑を守り育てるための事業
を行うため、平成２１年度から「あいち森と緑づくり税」を導入します。
　環境保全や災害防止などのさまざまな働きを通じて、私たちの快適な暮らしを支えてくれて
いる森と緑を健全な状態で将来に引き継いでいくために、皆様の理解と協力をお願いします。
「あいち森と緑づくり税」の概要（個人の場合）
【納める方】　１月１日現在で、
　　　　　　　①　愛知県内に住所が在る方
　　　　　　　②　愛知県内に事務所、事業所または家屋敷がある方で、それらが所在す

る市区町村内に住所がない方
【納める額】　年額５００円（県民税均等割額に加算されます）
　　　　　　　※　県民税均等割額１,５００円のうち５００円が「あいち森と緑づくり税」です。
【納める方法】　市区町村に対して住民税として納税します。
　　　　　　　　その後、市区町村から愛知県に払い込まれます。
【実施期間】　平成２１年度分から平成２５年度分までの５年間
「あいち森と緑づくり税」の使いみち
　「あいち森と緑づくり税」を活用し、森林（人工林）、里山林、都市の緑をバランスよ
く整備、保全していきます。

「あいち森と緑づくり税」に関する問い合わせ先
税の仕組みに関すること　知多県税事務所　�（２１）８１１１　HP:http://www.pref.aichi.jp/zeimu/
税の使いみちに関すること
・森林、里山林に関すること　農林水産部 森と緑づくり推進室　�０５２（９５４）６４５５
　　　　　　　　　　　　　　HP:http://www.pref.aichi.jp/shinrin/mori-midori/
・都市の緑に関すること　建設部公園緑地課　�０５２（９５４）６５２６
・NPOなどが行う活動への支援に関すること　環境部環境政策課 �０５２（９５４）６２１０

手入れ不足の森林の間伐を行い、下草や低木が育ち、公益的機能を発揮する
森林を育みます

森　　　林
（人工林）

放置された里山林の再生や地域のニーズを活かした整備を進めます里　山　林
都市に残る緑を保全したり、市街地での緑化を推進したりします都　市　の　緑
市町村やNPOなどが行う、森林、里山、都市における環境保全活動、環境
学習活動を支援します
公立小中学校に愛知県産の木材を使用した机・椅子の導入を進めます

森と緑づく
りにつなが
る取組　　
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■発行／阿久比町（〒４７０－２２９２　愛知県知多郡阿久比町大字卯坂字殿越５０　�０５６９－４８－１１１１）編集／総務部企画財政課
■阿久比町ホームページ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ａｇｕｉ．ｌｇ．ｊｐ
資源を大切に！この用紙は再生紙を使用しています。

広報あぐいを声の広報ボランティア「あいうえお」が CD録音しています。
ぜひご利用ください。
■問い合わせ先　阿久比町社会福祉協議会・ボランティアセンター�（４８）１１１１

阿久比町民憲章
アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター 

　わたしたち阿久比町民は、ここに町民憲章を定
め、よりよい町づくりに努めることを誓います。
◎ホタル飛びかう、豊かな自然を守ります。
◎歴史と伝統を守り、教養を高めます。
◎スポーツに親しみ、健康で明るい家庭をつくり
ます。
◎オアシス運動をすすめ、笑顔あふれるまちをつ
くります。
◎ボランティア活動に、すすんで参加します。

世帯数　 ８，４９５　　（　２９）

人　口　２５，０７９人（　９）

　男　　１２，４１３人（　２）

　女　　１２，６６６人（　７）

（　　）は前月との増減数

３月中の異動

　出生　１６　転入    １８４

　死亡　１７　転出    １７４

平成２１年４月１日現在

人 口 と 世 帯

主催　ゴミゼロ運動推進連絡会／阿久比町 
□問い合わせ先　環境衛生課　fl（48）1111（内310・317） 

5月24日（日） 
少雨決行（雨天の場合 中止） 

期日 時間 

午前7時～午前8時 

各地区で参加して 
美しい住みよい 
まちづくりに 

協力してくださいね。 

を実施します 
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5月1日からレジ袋有料化がスタートします
　レジ袋有料化取組店はポスターやのぼりでお知らせがされています。
　一人ひとりの協力が必要です。買い物をするときにはマイバックを持参して、ごみ
や二酸化炭素排出量削減のためにムダなレジ袋は断りましょう。


